
令和７年度テレワーク推進リーダーアンケート分析資料
（第2回目）

２０２６年１月
一般社団法人 日本テレワーク協会
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■アンケート実施内容

・期間：２０２５年１２月４日～１２月２６日
・回答数：５５１件 （２０２４年は４３８件）

１ 御社の業種を選択ください。
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２０２５年 n=551 

情報通信業, 151, 

27%

サービス業, 133, 

24%

卸売

業，小

売業, 

53, 10%

製造業, 41, 

7%

医療，福祉, 37, 7%

建設業, 32, 6%

不動産業, 21, 4%

教育，学習支援業, 13, 2%

運輸業，郵便業, 9, 2%

宿泊業，飲食サービス業, 8, 1%

金融業，保険業, 3, 1%その他, 50, 9%



２ 御社の企業規模を選択ください。
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２０２５年 n=551 

30人未満, 394件, 

72%

30～99人, 115件, 

21%

100～299人, 40件, 7%

300人～999人, 2件, 

0%



３ 世間では「出社回帰」の動きも報道されていますが、御社（または部署）におけるテレワー
クの「位置付け」は、この1年間でどのように変化したと感じますか？ 最も近いものを選んでく
ださい。
パワーアップリーダ各社が外部環境に流されず、テレワーク定着へ向けて自社の業務特性に合わせた出社

とテレワークのバランス検討やテレワークの位置づけ見直しを行っていることが伺えます。
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２０２５年 n=551 

47件,9%

24件,4%

36件,7%

38件,7%

145件,26%

261件,47%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

その他

方針は「推進」だが、実際には出社日数が増えるよう誘導されている

むしろ以前より「推進」が強まっていると感じる

「推進」という方針は変わらないが、利用しづらい「空気」を感じる

世間の流れに関係なく、自社独自のバランス（例：ハイブリッド）が

定着した

変化なく推進されており、今後も定着していくと感じる

変わらず推進、
定着が８割。



4 社員がテレワークを利用する際、上司や同僚、職場の「雰囲気（空気感）」について、どの
ように感じますか？ 最も近いものを選んでください。

テレワーク利用にあたって、上司や同僚の雰囲気（空気感）が良好で心理的安全性が確保された環境であ
る企業が約６割である一方利用しづらい企業が約３割あり、次のページでこちらの３割を深堀分析します。
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２０２５年 n=551 

33件,6%

2件,0%

24件,4%

32件,6%

46件,8%

74件,13%

340件,62%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

特にない

テレワーク利用者と出社者の間に、一体感の低下や「溝」のよ

うなものを感じる

制度としては存在するが、積極的に利用すると評価やチーム

ワークに影響が出ないか少し不安

上司や部署によって、利用しやすさに大きな差がある

理解はされているが、「出社している人への配慮」を求められ

る雰囲気がある

非常に協力的で、何の気兼ねもなく利用できる



4ー１ 社員がテレワークを利用する際、上司や同僚、職場の「雰囲気（空気感）」について、
どのように感じますか？ 最も近いものを選んでください。

テレワークを利用しづらい企業３割を深堀分析しましたが、業種、社員数に特徴は見られなかったです。
テレワークの位置づけの変化においては、ハイブリットとテレワーク推進の１位と２位が逆転しハイブリッ
トが定着している企業が多い状況です。
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サービス

業, 46, 

23%

情報通信

業, 38, 

19%

卸売業，

小売業, 

22, 11%

建設業, 

21, 10%

医療，福

祉, 21, 

10%

製造業, 

15, 7%

不動産

業, 8, 

4%

教育，

学習支

援業, 7, 

3%

宿泊業，

飲食サー

ビス業, 6, 

3%

運輸業，

郵便業, 4, 

2%

その他, 

17, 8%

１．テレワークが利用しずらい企業
業種 n=205 

30人未満, 

132, 65%

30～99人, 

50, 24%

100～299

人, 21, 

10%

300人～

999人, 

2, 1%

２．テレワークが利用しずらい企業
社員数 n=205 

38件,19%

10件,5%

15件,7%

32件,16%

46件,22%

64件,31%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

その他

むしろ以前より「推進」が強まっていると感

じる

方針は「推進」だが、実際には出社日数が増

えるよう誘導されている

「推進」という方針は変わらないが、利用し

づらい「空気」を感じる

変化なく推進されており、今後も定着してい

くと感じる

世間の流れに関係なく、自社独自のバランス

（例：ハイブリッド）が定着した

３．テレワークが利用しづらい企業
テレワークの位置づけ変化 n=205 



5 御社が生産性の向上と働きやすさ（満足度）を両立させるために、今後テレワークと出社の
バランスについてどのような方針ですか？

現状のテレワーク推進方針を維持・強化が最も多い一方、生産性向上と社員満足度の両立に向けて業務の
成果や個人の事情から出社とテレワークの最適解を模索する企業の姿勢が伺えます 。
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25件,5%

2件,0%

36件,7%

109件,20%

124件,23%

255件,46%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

その他

現状維持

テレワークか出社かで「評価が不公平」にならない

仕組みを最優先で整備

出社日を一定（例：週1〜2日）設け、対面の機会も

確保するハイブリッド型を明確化

業務の成果や個人の事情に応じて、より柔軟に（フ

ルリモートも含め）選択できるようにする

現状の「テレワーク推進」方針を維持・強化

２０２５年 n=551 



６ 御社では、従業員がモバイルワークなどの場所を問わず安全かつ効率的に働ける環境を推進
するため、IT環境やセキュリティ面でどのような工夫や投資を行っていますか？（複数選択可）

場所を問わず「安全かつ効率的」に働くため、ハード面（デバイス等）とソフト面（クラウド等）の両方
で様々な工夫や投資を行っています。
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13件,2%

39件,7%

47件,9%

148件,27%

204件,37%

226件,41%

265件,48%

420件,76%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

その他

標準型攻撃メール訓練

特に力を入れている点はない / これから検討する

デバイス紛失・情報漏洩対策の強化

従業員へのセキュリティリテラシー教育（eラーニング、定期的な注

意喚起）

自宅や外出先からの安全なアクセスの確保

クラウド型業務システム（SaaS、グループウェア等）への移行・活

用促進

ノートPCやスマートフォンなど、持ち運び可能な業務用デバイスの

貸与・補助

２０２５年 n=551 



７ 従業員が「今日は出社する」「今日はテレワークにする」といった働き方を自律的に選択でき
る環境を整えるため、 御社が導入している制度や、運用上（マネジメント面・コミュニケーション
面）で工夫している点は何ですか？（複数選択可）

トップダウンではない柔軟な運用を可能にするため、チームや個人の裁量を重視するための評価制度やスケ
ジュール共有ツールを活用しています。
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32件,6%

25件,5%

66件,12%

73件,13%

120件,22%

164件,30%

222件,40%

302件,55%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

その他

マネージャー層に対し、ハイブリッドワーク下の部下マネジメン

ト（1on1、タスク管理等）研修を実施

業務内容に応じた推奨場所のガイドライン（例：集中作業はテレ

ワーク、協働作業は出社）を提示

特に工夫している点はない

出社・テレワークに関わらず、成果やプロセスを公平に評価する

制度・仕組みを導入している

上長への事前申請を簡素化（または不要に）し、当日の柔軟な変

更を許可している

社員の所在やスケジュールを共有するツール（カレンダー、プレ

ゼンス管理等）を活用

チームや個人の裁量を重視し、テレワーク日数や曜日に厳格な制

限を設けていない

２０２５年 n=551 



８ 出社している従業員とテレワークの従業員が混在するチームにおいて、情報格差やコミュニ
ケーションの質に差が出ないよう、御社が「特に意識して」取り組んでいる工夫について教えてく
ださい？（複数選択可）
対面優位の文化を脱却し、デジタルを主軸とした平等な情報共有を行うために全員がPCからの接続を原則と

したり、雑談や相談も原則チャットツールで行うなどの工夫をしています。
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66件,12%

30件,5%

102件,19%

126件,23%

212件,38%

223件,40%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

その他

特になし

出社時でしか得られない情報（ホワイトボードの議論など）

は、必ず議事録や写真でテレワーク社員に即時共有するルール

にしている

月1回以上のチームビルディングの機会を設け、原則全員出社

（またはオンライン参加）で交流の場を作っている

雑談やちょっとした相談も、原則チャットツールで行い、情報

がオープンになるようにしている

会議は参加者全員がオンライン（PC）から接続することを原則

としている

２０２５年 n=551 



９ テレワークの導入・拡大に伴い、ランサムウェアなどのサイバー攻撃リスクについて、御社が現
在最も課題（または脆弱性）と感じている点はどれですか？（最も当てはまるもの2つまで選択）

従業員のリテラシー不足やエンドポイントの弱点など、現場が抱える具体的な懸念材料が浮き彫りになってい
ます。 
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11件,2%

8件,1%

59件,11%

71件,13%

79件,14%

83件,15%

86件,16%

114件,21%

118件,21%

123件,22%

259件,47%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

その他

特に課題は感じていない

クラウドサービス（ファイル共有、SaaSなど）の設定不備

そもそも、どのような対策をすべきか情報や知見が不足して

いる

VPN装置やリモートデスクトップの脆弱性、または管理不備

重要なデータへのアクセス権限の管理（例：不要な権限の付

与、退職者アカウントの放置）

特に課題は感じていない

自宅やカフェなど、管理外のネットワーク環境からの接続

攻撃の兆候を検知・監視する仕組み（監視体制）の不足

社用・私用PCやスマートフォンの管理（例：OS・ソフトが

最新でない、対策ソフト未導入）

従業員のセキュリティ意識・知識の不足（例：不審メール開

封、パスワード使い回し）

２０２５年 n=551 



１０ ランサムウェア攻撃による被害を未然に防ぐため、 御社で現在実施している技術的な対
策はどれですか？（複数選択可）

ウィルス対策ソフトの導入と定義ファイルの自動更新が最も多く、様々な対策を実施しています。特に
対策は実施できていないものも１０％あり、危険な状況です。
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２０２５年 n=551 

7件,1%

55件,10%

67件,12%

147件,27%

171件,31%

193件,35%

207件,38%

245件,44%

384件,70%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

その他

特に対策は実施できていない

EDR（Endpoint Detection and Response）の導入（PC等の不

審な挙動を検知・対処）

リモートアクセス時のセキュリティ強化（例：多要素認証の導

入、VPN機器の最新化）

アクセス権限の最小化（従業員に必要最小限のデータアクセス

権のみを付与）

迷惑メール・フィッシング対策（メールフィルタリング、添付

ファイルの自動スキャン）

OSやソフトウェアの脆弱性対策（セキュリティパッチの迅速

な適用）

データのバックアップ

ウイルス対策ソフトの導入と定義ファイルの自動更新



１１ 万が一、ランサムウェアに感染した場合の「復旧」に関して、御社のバックアップ体制やイ
ンシデント（事故）対応の準備状況について、当てはまるものを選んでください。（複数選択可）

感染を前提としたバックアップ対策をしている企業が多いが、事後対応の計画策定や訓練などへの対応は少
なく、対策や準備は不十分との回答も２５％と多いです。
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7件,1%

40件,7%

52件,9%

54件,10%

74件,13%

117件,21%

140件,25%

215件,39%

332件,60%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

その他

バックアップからの復旧（リストア）テストを定期的に実施している

外部のセキュリティ専門家（ベンダー等）との緊急時サポート契約を結

んでいる

サーバー保険に加入している

感染時の初動対応（ネットワーク切断、端末隔離など）の手順書を整備

している

従業員向けに、インシデント発見時（例：不審な画面が出た時）の緊急

連絡フロー（報告先・手順）を定めている

対策や準備は不十分（または、これから検討する）

バックアップは、ネットワークから切り離した場所（オフライン）やク

ラウド上に保管している

重要なデータは定期的にバックアップを取得している

２０２５年 n=551 
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